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巻
頭
言

新
委
員
会
へ
の
ご
協
力
を

会
長

菅
井

茂

昨
年
秋
か

ら
日
本
経
済

は
、
未
曽
有
の

危
機
に
見
舞

わ
れ
、
雇
用
問

題
を
は
じ
め

と
し
て
私
た

ち
の
生
活
が
脅
か
さ
れ
て
い
ま
す
。

会
員
の
皆
様
に
は
不
屈
と
共
助
の

精
神
で
、
こ
の
危
機
を
乗
り
越
え

ら
れ
ま
す
よ
う
ご
祈
念
申
し
上
げ

ま
す
。
さ
て
、
平
成
二
〇
年
は
、
全
体

と
し
て
の
活
動
は
な
か
っ
た
も
の

の
、
各
期
の
同
期
会
活
動
が
活
発

に
行
わ
れ
、
会
員
同
士
の
親
睦
が

深
め
ら
れ
た
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、

二
回
開
か
れ
た
代
表
幹
事
会
で
は
、

活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
、
常

時
活
動
す
る
委
員
会
の
設
置
が
認

め
ら
れ
ま
し
た
。

そ
れ
ら
は
、
母
校
八
軒
中
学
校

の
過
去
・
現
在
・
未
来
に
視
点
を

定
め
、
同
窓
生
と
在
校
生
が
共
に
、

そ
れ
ぞ
れ
の
時
点
で
の
母
校
の
姿

を
明
ら
か
に
し
て
い
く
こ
と
が

「
母
校
の
発
展
に
寄
与
す
る
」
こ

と
に
な
る
と
の
考
え
に
立
っ
た
、

「
私
達
の
八
軒
時
代
編
纂
」
委
員

会
と
「
生
徒
の
生
活
環
境
を
考
え

る
」
委
員
会
で
す
。
こ
の
二
つ
の

委
員
会
の
活
動
に
つ
い
て
は
、
後

に
書
い
て
あ
り
ま
す
の
で
お
読
み

い
た
だ
き
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

第
一
回
代
表
幹
事
会

活
発
な
議
論
を
展
開

平
成
二
〇
年
七
月
五
日
、
学
区

内
南
材
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

に
お
い
て
、
平
成
二
〇
年
度
第
一

回
代
表
幹
事
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。菅
井
茂
会
長
始
め
と
し
た
同
窓

会
役
員
、
事
務
局
、
同
窓
会
参
与

で
あ
る
八
軒
中
学
校
の
永
野
幸
一

校
長
先
生
、
太
田
幸
蔵
教
頭
先
生
、

同
窓
会
担
当
の
高
山
先
生
、
遠
藤

栄
相
談
役
、
早
坂
一
夫
・
佐
々
木

ト
キ
子
前
副
会
長
の
ほ
か
、
第
三

回
生
の
高
橋
公
一
さ
ん
を
筆
頭
に

第
六
回
生
、
第
二
九
回
生
の
各
学

年
幹
事
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し

た
。永
野
校
長
先
生
か
ら
は
、
最
近

の
母
校
の
様
子
の
ほ
か
、
同
期
会

を
開
催
す
る
の
で
、
校
旗
を
貸
し

て
ほ
し
い
と
い
う
申
し
出
が
あ
っ

た
こ
と
な
ど
を
紹
介
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

村
井
雅
彦
企
画
次
長
か
ら
総
会

後
の
一
九
年
度
の
事
業
報
告
、
遠

藤
恭
郎
会
計
次
長
か
ら
会
計
報
告
、

佐
々
木
博
司
監
査
か
ら
監
査
報
告
、

菅
原
敏
之
事
務
局
長
か
ら
役
員
名

簿
と
役
割
分
担
に
つ
い
て
報
告
が

あ
り
ま
し
た
。
次
に
、
本
郷
誠
副

会
長
か
ら
、
新
規
事
業
に
つ
い
て

の
提
案
が
な
さ

れ
ま
し
た
が
、

も
う
少
し
検
討

す
べ
き
と
い
う

意
見
が
出
さ
れ
、

第
二
回
代
表
幹

事
会
ま
で
に
練

り
直
し
て
提
案

す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
そ

の
後
、
各
学
年

か
ら
近
況
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

引
き
続
き
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
隣
の
「
寿
司
靖
」
で
懇
親

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
元
会
長
の

高
橋
誠
相
談
役
や
笠
松
儀
一
郎
前

事
務
局
長
も
駆
け
つ
け
、
更
に
活

発
な
近
況
報
告
や
意
見
交
換
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

第
二
回
代
表
幹
事
会

二
委
員
会
の
設
置
を
承
認

平
成
二
〇
年
度
第
二
回
代
表
幹

事
会
は
、
平
成
二
〇
年
一
二
月
六

日
、
新
し
く
な
っ
た
八
軒
中
学
校

北
校
舎
の
一
階
西
端
に
あ
る
多
目

的
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

菅
井
会
長
の
挨
拶
の
後
、
太
田

教
頭
先
生
か
ら
母
校
の
近
況
に
つ

い
て
お
話
し
い
た
だ
き
、
今
年
度

は
南
材
木
町
小
学
校
の
建
替
工
事

の
関
係
で
、
防
災
訓
練
、
学
区
民

運
動
会
な
ど
が
八
軒
中
で
行
わ
れ

た
と
の
こ
と
で
、
合
唱
部
の
歌
う

校
歌
が
流
れ
る
中
、
そ
れ
ら
の
写

真
も
見
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

（
二
頁
に
続
く
）

八軒つうしん
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（
一
頁
か
ら
の
続
き
）

第
一
回

代
表
幹
事

会
か
ら
の

持
ち
越
し

で
あ
る
新

し
い
事
業

に
つ
い
て

は
、「
生
徒

の
生
活
環
境
を
考
え
る
」
と
「
私
達

の
八
軒
時
代
編
纂
」
の
二
つ
の
委
員

会
の
設
置
が
、
予
算
も
含
め
て
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

議
事
終
了
後
は
、
会
場
を
河
原
町

の
「
つ
き
だ
て
や
」
に
移
し
て
、
恒

例
の
懇
親
会
と
な
り
ま
し
た
。
参
加

者
そ
れ
ぞ
れ
の
「
八
軒
時
代
」
の
思

い
出
話
に
花
が
咲
き
ま
し
た
。

新
し
い
事
業
に
つ
い
て

「
生
徒
の
生
活
環
境
を

考
え
る
」
委
員
会

副
会
長

本
郷

誠

目
的
は
？

八
軒
中
学
区
で
も
、
少
子
高
齢
者

化
や
、
核
家
族
化
の
問
題
等
で
、
世

代
を
越
え
た
交
流
も
少
な
く
な
っ
て

き
て
い
る
。
同
窓
会
が
、
生
徒
の
生

活
環
境
を
よ
り
よ
く
し
て
い
く
た

め
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
・
学
校
と
の
「
か
か
わ

り
」
を
よ
り
濃
密
に
し
、
一
緒
に
考

え
な
が
ら
学
校
を
支
援
し
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
し
て
い
く
。

「
安
全
・
安
心
な
生
徒
の
生
活
環

境
（
交
通
・
防
犯
等
含
）
」
づ
く
り

の
た
め
、
専
門
的
知
識
を
持
っ
て
い

る
同
窓
生
の
力
を
借
り
な
が
ら
、
学

区
の
各
地
区
の
問
題
点
、
解
決
策
に

つ
い
て
考
え
る
会
で
す
。

具
体
的
な
活
動
内
容
は
？

一

Ｐ
Ｔ
Ａ
と
共
に
、
生
徒
の
部
活

動
の
指
導
者
、
施
設
環
境
面
の
問

題
を
考
え
る
。

二

Ｐ
Ｔ
Ａ
・
警
察
等
と
一
緒
に

な
っ
て
、
安
全
な
ま
ち
や
生
徒
の

防
犯
上
の
問
題
を
考
え
る
。

三

生
徒
の
通
学
問
題
対
策
を
行
っ

て
い
る
Ｐ
Ｔ
Ａ
・
交
通
安
全
協
会

等
に
協
力
す
る
。

四

学
校
と
各
町
内
会
組
織
と
の
勉

強
会
を
開
催
す
る
。

委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
は
？

菅
原
事
務
局
長(

第
一
四
回
生)

他

七
名
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
が
、
お

手
伝
い
い
た
だ
け
る
同
窓
生
を
募
集

し
て
お
り
ま
す
。
本
郷
（
〇
九
〇-

六

五
四
一-

七
〇
五
〇
）
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

「
私
の
八
軒
時
代
編
纂
」

委
員
会

副
会
長

佐
藤

徳
子

同
窓
生
の
諸
先
輩
よ
り
「
六
〇
歳

を
過
ぎ
る
と
体
力
や
知
力
に
自
信
が

薄
ら
い
で
く
る
か
ら
、
今
の
内
に
八

軒
中
を
学
び
舎
と
し
た
同
窓
生
の
、

中
学
時
代
の
出
来
事
や
感
じ
た
事
、

考
え
悩
ん
だ
り
し
た
事
、
楽
し
か
っ

た
事
、
悲
し
か
っ
た
事
等
の
記
憶
を

た
ど
り
、
そ
れ
を
文
章
と
し
て
残
し

て
は
ど
う
か
」
と
い
う
提
案
が
あ
り
、

執
行
部
で
検
討
し
、
各
学
年
代
表
幹

事
会
で
皆
さ
ま
の
ご
意
見
を
伺
っ
た

結
果
、
同
窓
会
の
専
門
委
員
会
と
し

て
設
立
す
る
に
至
り
ま
し
た
。

六
〇
歳
以
上
に
限
ら
ず
、
各
世
代

の
会
員
の
皆
さ
ま
の
思
い
出
を
冊
子

に
ま
と
め
れ
ば
、
八
軒
中
の
歴
史
に

も
な
り
、
学
校
図
書
コ
ー
ナ
ー
に
置

い
た
り
、
八
軒
中
の
文
化
祭
で
展
示

し
た
り
す
る
こ
と
で
、
現
役
の
中
学

生
や
保
護
者
に
も
昔
の
八
軒
中
を

知
っ
て
も
ら
え
る
の
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。

活
動
方
針
は
次
の
四
点
で
す
。

一

平
成
二
三
年
の
第
五
回
同
窓
会

総
会
を
発
刊
の
目
安
と
し
て
、
原

稿
を
集
め
る
。

二

各
学
年
の
幹
事
を
通
し
て
原
稿

を
依
頼
し
、
代
表
者
と
い
う
こ
と

で
は
な
く
、
会
員
の
自
由
投
稿
と

す
る
。

三

字
数
は
八
〇
〇
字
と
し
、
用
紙

は
何
で
も
良
く
、
メ
ー
ル
や
フ

ロ
ッ
ピ
ー
で
の
提
出
も
可
と
す

る
。

四

出
来
上
が
っ
た
冊
子
は
、
希
望

者
に
少
額
で
販
売
す
る
（
検
討

中
）
。

会
員
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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母
校
は
今

在
校
生
の
活
躍
ぶ
り

《
運
動
部
》

第
五
七
回
仙
台
市
中
学
校
総
合
体
育

大
会
①
陸
上
（
県
大
会
出
場
）

男
子

二
年
一
〇
〇
Ｍ
四
位
、

一
年
一
五
〇
〇
Ｍ
五
位
、

共
通
四
〇
〇
Ｍ
八
位

女
子

二
・
三
年
一
五
〇
〇
Ｍ

四
位

②
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

男
子

個
人
五
位

女
子

個
人
五
位

③
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
（
県
大
会
出
場
）

女
子

若
林
区
・
宮
城
野
区
優
勝

④
新
体
操
（
県
大
会
出
場
）

女
子

団
体
四
位

⑤
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
（
県
大
会
出
場
）

男
子

若
林
区
三
位
、
五
位

⑥
柔
道
（
県
大
会
出
場
）

男
子

五
五
㎏
級
五
位

女
子

団
体
二
位
、
四
八
㎏
級
二
位
、

五
七
㎏
級
二
位
、
四
四
㎏
級
三
位
、

四
八
㎏
級
三
位

⑦
水
泳
（
県
大
会
出
場
）

男
子

四
〇
〇
Ｍ
メ
ド
レ
ー
リ
レ
ー

五
位
、
四
〇
〇
Ｍ
リ
レ
ー
五
位
、

一
〇
〇
Ｍ
背
泳
ぎ
一
位
、
二
〇
〇

Ｍ
背
泳
ぎ
一
位
、

二
〇
〇
Ｍ
背
泳
ぎ
八
位

女
子

四
〇
〇
Ｍ
メ
ド
レ
ー
リ
レ
ー

八
位
、
一
〇
〇
Ｍ
平
泳
ぎ
二
位
、

二
〇
〇
Ｍ
平
泳
ぎ
三
位
、
四
〇
〇

Ｍ
自
由
形
六
位
、

八
〇
〇
Ｍ
自
由
形
八
位

⑧
駅
伝
（
県
大
会
出
場
）

女
子

七
位

第
五
七
回
宮
城
県
総
合
体
育
大
会

①
柔
道
（
東
北
大
会
出
場
）

女
子

四
八
㎏
級
二
位

②
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

（
東
北
大
会
出
場
）

女
子

二
位

③
水
泳
（
東
北

大
会
出
場
）

男
子
一
〇
〇
Ｍ

背
泳
ぎ
一
位
、

二
〇
〇
Ｍ

背
泳
ぎ
一
位

（
全
国
大
会

出
場
）

女
子

一
〇
〇
Ｍ
平
泳
ぎ
四
位

＊
新
人
戦
で
も
県
大
会
出
場
等
の
実

績
あ
り

《
文
化
部
》

①
吹
奏
楽

・
全
日
本
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル

県
大
会
、
東
北
大
会
出
場

金
賞

・
第
二
七
回
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
・

バ
ト
ン
ト
ワ
ー
リ
ン
グ
宮
城
県
大

会

優
秀
賞

・
第
三
七
回
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
・

バ
ト
ン
ト
ワ
ー
リ
ン
グ
東
北
大
会

銀
賞

②
合
唱

・
宮
城
県
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル

金
賞
、
宮
城
県
知
事
賞

・
第
七
五
回
Ｎ
Ｈ
Ｋ
全
国
学
校

音
楽
コ
ン
ク
ー
ル

宮
城
県
コ
ン
ク
ー
ル

金
賞

東
北
ブ
ロ
ッ
ク
コ
ン
ク
ー
ル

銀
賞

・
第
六
〇
回
全
日
本
合
唱
コ
ン

ク
ー
ル
東
北
支
部
大
会

金
賞

《
そ
の
他
》

・
第
五
五
回
仙
台
市
児
童
生
徒

理
科
作
品
展

市
長
賞
、
教
育
長
賞
、
部
会
長
賞

・
第
五
二
回
日
本
学
生
科
学
賞

宮
城
県
審
査

ミ
ヤ
ギ
テ
レ
ビ
賞
、
優
秀
賞

《
主
な
学
校
行
事
》

・
三
年
修
学
旅
行

東
京
・
横
浜

五
月
一
五
日
～
一
七
日

・
二
年
野
外
活
動

秋
田
・
岩
手

五
月
一
九
日
～
二
一
日

・
一
年
校
外
学
習

山
形

五
月
一
六
日

・
陸
上
カ
ー
ニ
バ
ル

五
月
二
八
日

・
文
化
発
表
会

九
月
一
三
日

・
校
内
合
唱
祭

一
〇
月
三
一
日

陸
上
カ
ー
ニ
バ
ル

校内合唱祭
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新
し
い
仲
間

平
成
一
九
年
度
（
第
六
一
回
）
同

窓
会
入
会
式
は
、
平
成
二
〇
年
三
月

三
日
に
行
わ
れ
、
男
子
九
六
名
、
女

子
七
八
名
、
計
一
七
四
名
を
新
た
に

八
軒
中
同
窓
会
に
迎
え
ま
し
た
。

菅
井
会
長
を
始
め

と
し
た
同
窓
会
役
員
、

事
務
局
員
が
出
席
し

た
ほ
か
、
先
輩
の
講

話
と
し
て
第
一
四
回

生
の
大
泉
克
郎
さ
ん

に
お
話
し
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

同
期
（
級
）
会
は
花
盛
り

第
二
回
生
（
昭
和
二
四
年
卒
）

三
年
八
組
（
卒
業
時
に
は
五
組
に

編
入
）
は
、
男
子
一
〇
名
、
女
子
一

九
名
の
こ
じ
ん
ま
り
と
し
た
家
族
的

な
ク
ラ
ス
で
し
た
。
平
成
に
入
っ
て

か
ら
だ
け
で
も
、
同
級
会
は
七
回
開

い
て
い
ま
す
。
住
所
不
明
者
や
、
死

亡
さ
れ
た
方
を
除
き
、
十
数
名
の
方

に
呼
び
か
け
、
い
つ
も
参
加
率
は
七

割
程
度
で
す
。

昨
年
十
一
月
に
も
、
歓
談
の
機
会

を
つ
く
り
ま
し
た
。
後
期
高
齢
者
に

仲
間
入
り
し
た
私
た
ち
は
、
家
族
関

係
で
も
体
調
管
理
に
お
い
て
も
、
何

が
し
か
の
問
題
を
か
か
え
て
い
ま
す
。

青
春
時
代
の
甘
酸
っ
ぱ
い
想
い
出
話

が
一
段
落
し
た
後
は
、
体
調
不
良
や

老
人
介
護
の
苦
労
話
で
、
お
開
き
と

な
る
世
代
に
な
り
ま
し
た
。
こ
ん
な

同
級
会
で
も
、
元
気
な
う
ち
は
、
い

つ
ま
で
も
続
け
た
い
と
願
っ
て
い
ま

す
。

（
八
巻

広
丞
）

第
三
回
生
（
昭
和
二
五
年
卒
）

第
一
回
の
同
期
会
は
昭
和
四
六
年

に
河
原
町
の
つ
き
だ
て
屋
で
の
開
催

が
始
ま
り
で
、
以
後
二
年
ご
と
に
休

ま
ず
に
開
催
し
て
お
り
、
世
話
役
は

毎
回
交
替
制
と
し
て
お
り
ま
し
た
。

第
一
九
回
同
期
会
は
、
昨
年
一
一

月
に
松
島
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
ホ
テ
ル
で

四
三
名
の
参
加
者
を
得
て
楽
し
く
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

同
期
会
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
第

一
回
か
ら
一
五
回
ま
で
を
Ｄ
Ｖ
Ｄ
シ

ア
タ
ー
に
編
集
、
同
期
会
写
真
集
と

し
て
集
録
し
、
昭
和
六
三
年
第
九
回

松
島
大
観
荘
以
後
は
ビ
デ
オ
（
Ｄ
Ｖ

Ｄ
）
に
編
集
し
て
や
む
な
く
欠
席
し

た
人
や
希
望
者
に
頒
布
し
て
お
り
喜

ば
れ
て
お
り
ま
す
。

来
年
は
第
二
〇
回
の
記
念
会
に
な

る
の
で
今
か
ら
楽
し
み
に
し
て
お
り

ま
す
。

（
高
橋

公
一
）

第
七
回
生
（
昭
和
二
九
年
卒
）

昭
和
二
九
年
卒
業
生
の
「
古
希
を

祝
う
同
期
会
」
が
催
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
二
〇
年
九
月
四
日
、
仙
台
の
ホ

テ
ル
白
萩
に
六
八
名
が
集
い
ま
し
た
。

同
期
会
は
五
年
ご
と
に
開
催
さ
れ
ま

す
が
、
各
回
二
つ
の
ク
ラ
ス
が
持
ち

回
り
で
実
行
幹
事
を
務
め
ま
す
。
準

備
の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
に
、
連

絡
の
幹
事
会
を
二
回
だ
け
に
し
て
、

本
番
に
臨
み
ま
し
た
。
同
期
生
の
ほ

と
ん
ど
が
既
に
リ
タ
イ
ア
ー
し
て
い

る
こ
と
と
、
関
東
か
ら
日
帰
り
で
も

出
席
で
き
る
よ
う
に
配
慮
し
て
、
午

後
二
時
の
開
始
で
す
。

幹
事
代
表
の
樋
渡
滋
氏
の
挨
拶
、

五
島
健
雄
氏
の
発
声
で
乾
杯
し
た
後
、

阿
部
正
氏
、
小
野
英
夫
氏
の
軽
妙
な

司
会
で
和
や
か
に
座
が
盛
り
上
が
り

ま
し
た
。
ク
ラ
ス
ご
と
の
出
席
者
紹

介
や
挨
拶
な
ど
あ
っ
と
い
う
間
の
三

時
間
で
、
校
歌
斉
唱
の
後
、
再
会
を

楽
し
み
に
し
な
が
ら
、
野
上
忠
志
氏

の
中
締
め
で
、
ク
ラ
ス
ご
と
の
二
次

会
に
散
り
ま
し
た
。
（
樋
渡

滋
）

第
八
回
生
（
昭
和
三
〇
年
卒
）

七
回
同
期
会
を
（
三
年
ご
と
の
集

い
）
平
成
二
〇
年
六
月
一
二
日
午
後

五
時
よ
り
、
パ
レ
ス
松
洲
で
古
希
の

祝
い
を
兼
ね
て
六
四
名
出
席
で
開
催

致
し
ま
し
た
。
午
後
五
時
よ
り
記
念

写
真
撮
影
し
て
、
六
時
よ
り
司
会
者

の
先
導
で
卒
業
以
来
亡
く
な
ら
れ
た

五
四
名
の
方
々
の
ご
冥
福
を
祈
り
黙

祷
を
捧
げ
た
後
、
代
表
幹
事
よ
り
近

況
報
告
を
兼
ね
た
挨
拶
が
あ
り
、
恩

師
の
菅
原
昭
二
、
沼
田
勲
両
先
生
か

ら
ユ
ー
モ
ア
に
包
ま
れ
た
元
気
な
ご

挨
拶
を
い
た
だ
き
参
加
者
一
同
が
大

喜
び
し
、
懇
親
の
場
に
移
り
ま
し
た
。

同
期
会
の
雰
囲
気
は
や
は
り
中
学

生
、
先
生
を
囲
み
五
三
年
ぶ
り
の
再

会
で
も
一
瞬
に
し
て
タ
イ
ム
ス
リ
ッ

プ
し
、
思
い
出
話
に
花
が
咲
き
、
気

楽
な
楽
し
い
一
時
を
過
ご
す
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。
今
後
も
こ
の
ご
縁
を

大
切
に
し
て
行
き
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

尚
、
当
会
は
今
回
を
持
っ
て
終
焉

と
致
し
ま
す
。
（
佐
々
木

博
司
）
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同
期
会
は
花
盛
り(

二)

第
一
一
回
生
（
昭
和
三
三
年
卒
）

第
四
回
の
同
期
会
は
平
成
二
〇
年

一
〇
月
五
日
・
六
日
の
一
泊
二
日
で

秋
保
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
に
て
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
当
日
に
な
っ
て
三
名
の

欠
席
が
あ
り
ま
し
た
が
、
小
川
先
生
、

星
先
生
の
ご
出
席
を
い
た
だ
き
七
八

名
と
い
う
多
数
の
参
加
に
よ
り
大
変

盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
宴
会
と
は
別

に
セ
レ
モ
ニ
ー
の
部
を
一
時
間
と
り

ま
し
た
の
で
両
先
生
の
ご
挨
拶
が
す

ば
ら
し
く
、
ク
ラ
ス
単
位
の
ス
ピ
ー

チ
も
充
分
出
来
ま
し
た
。
宴
会
は
落

語
、
ハ
ー
モ
ニ
カ
演
奏
、
歌
に
踊
り
、

ウ
ク
レ
レ
演
奏
等
と
ビ
ッ
ク
リ
す
る

よ
う
な
芸
に
拍
手
ま
た
拍
手
、
話
し

足
り
な
い
方
、
歌
い
た
い
方
は
二
次

会
で
充
分
楽
し
み
ま
し
た
。
次
回
の

幹
事
も
決
ま
り
、
日
帰
り
の
五
名
以

外
の
皆
様
は
翌
日
、
三
年
後
は
も
っ

と
多
く
の
方
に
再
会
出
来
る
よ
う
に

と
期
し
て
散
会
し
ま
し
た
。

（
齋
藤

紀
江
子
）

第
一
三
回
生
（
昭
和
三
五
年
卒
）

私
達
前
期
高
齢
者
は
、
卒
業
し
て

来
年
で
半
世
紀
と
な
る
。
当
初
は
ク

ラ
ス
会
主
体
で
集
ま
っ
て
い
た
が
、

昭
和
六
〇
年
四
二
歳
頃
か
ら
同
期
会

開
催
と
な
り
昨
年
で
六
回
と
な
っ
た
。

初
め
は
不
定
期
で
市
内
で
の
日
帰
り

会
合
で
あ
っ
た
。
還
暦
を
迎
え
た
平

成
一
六
年
第
四
回
（
秋
保
温
泉
・
九

三
名
）
か
ら
二
年
毎
の
宿
泊
開
催
と

な
っ
た
。
第
五
回
（
新
潟
県
月
岡
温

泉
・
四
八
名
）
、
昨
年
第
六
回
（
松
島
・

六
九
名
）
と
毎
回
多
く
の
参
加
者
が

あ
り
盛
況
で
あ
る
。
松
島
大
会
も
例

年
同
様
大
い
に
盛
り
上
が
り
、
気
持

ち
は
中
学
時
代
に
戻
り
深
夜
ま
で
旧

交
を
暖
め
語
り
合
っ
た
。
翌
日
も
船

で
の
嵯
峨
渓
め
ぐ
り
、
近
郊
の
散
策
、

ダ
ベ
リ
ン
グ
、
ゴ
ル
フ
組
と
そ
れ
ぞ

れ
楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
し
、
二
年

後
の
再
会
を
約
束
し
別
れ
の
途
に
つ

い
た
。

（
庄
司

茂
雄
）

第
一
七
回
生
（
昭
和
三
九
年
卒
）

平
成
二
〇
年
一
〇
月
二
五
日
、

ホ
テ
ル
リ
ッ
チ
フ
ィ
ー
ル
ド
仙
台
に

お
い
て
、
初
め
て
の
同
期
会
を
開
催

し
ま
し
た
。
同
期
総
数
五
七
四
名
の

う
ち
、
約
二
三
〇
名
に
案
内
し
、
九

八
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
恩
師
五
名

に
も
出
席
い
た
だ
き
ま
し
た
。

第
一
部
は
設
立
総
会
と
し
、
会
の

名
称
は
「
四
ッ
葉
三
九
会
」
、
会
則
、

年
会
費
等
を
決
議
し
ま
し
た
。

役
員
と
し
て
、
会
長
に
藤
島
博
行

氏
、
副
会
長
に
小
野
寺
幹
雄
氏
、
事

務
局
長
に
伊
藤
文
雄
氏
を
選
出
、
懐

か
し
い
デ
ミ
ツ
写
真
館
に
記
念
写
真

撮
影
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

第
二
部
の
懇
親
会
で
は
、
全
員
に

よ
る
一
〇
秒
自
己
紹
介
、
同
期
メ
ン

バ
ー
が
参
加
し
た
バ
ン
ド
演
奏
な
ど

ア
ッ
と
い
う
間
に
時
間
が
過
ぎ
、
校

歌
を
歌
っ
て
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

（
飯
坂

隆
一
）

第
一
八
回
生
（
昭
和
四
〇
年
卒
）

影
山
信
二
先
生
と
同
期
生
何
人
か

が
プ
レ
イ
し
て
い
た
ゴ
ル
フ
に
私
が

入
れ
て
頂
い
た
の
は
二
〇
〇
五
年
九

月
で
、
シ
ー
ズ
ン
中
は
ほ
ぼ
月
一
回

で
し
た
。

も
っ
と
沢
山
の
方
に
参
加
し
て
戴

き
た
い
と
現
在
の
三･

七･

一
一
月
の

年
三
回
に
変
え
た
の
は
二
〇
〇
七
年

一
一
月
で
こ
れ
ま
で
四
回
実
施
致
し

ま
し
た
。
場
所
は
毎
回
宮
城
県
で
一

番
安
い
マ
グ
ノ
リ
ア
、
参
加
人
数
は

十
人
前
後
（
影
山
先
生
は
皆
勤
）
、
も

ち
ろ
ん
些
か
の
賞
金
有
、
幹
事
は
前

回
の
優
勝
者
、
ダ
ブ
ル
ぺ
リ
ア
方
式
。

寒
い
時
有
り
、
暑
い
時
有
り
で
、

身
体
は
実
年
齢
を
痛
感
し
乍
心
は
当

時
に
戻
り
一
日
楽
し
く
遊
ん
で
お
り

ま
す
。
参
加
者
大
募
集
中
。
八
軒
卒

で
な
く
て
も
南
材
卒
で
も
Ｏ
Ｋ
で
す
。

直
野
（
〇
九
〇-

九
三
八
六-

一
七
四

六
）
ま
で
ご
連
絡
を
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。

（
直
野

ま
り
）

四ツ葉３９会
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同
期
会
は
花
盛
り(

三)

第
一
九
回
生
（
昭
和
四
一
年
卒
）

平
成
二
〇
年
八
月
一
四
日
に
仙
台

サ
ン
プ
ラ
ザ
で
開
催
さ
れ
、
出
席
者

は
約
六
〇
名
と
の
こ
と
で
す
。
四
年

に
一
度
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
年
に
開

催
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

（
文
責

広
報
）

第
二
七
回
生
（
昭
和
四
九
年
卒
）

平
成
一
一
年
、
卒
業
以
来
二
五
年

ぶ
り
に
初
め
て
開
催
し
た
同
期
会
も
、

今
回
で
四
回
目
。
残
念
な
が
ら
過
去

最
少
の
参
加
者
と
な
り
ま
し
た
が
、

佐
藤
進
先
生
、
片
桐
睦
男
先
生
、
小

山
美
代
子
先
生
を
お
迎
え
し
、
初
参

加
や
県
外
か
ら
の
参
加
も
含
め
て
、

同
期
生
二
五
名
が
平
成
二
〇
年
一
一

月
二
二
日
、
仙
台
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス

に
集
い
ま
し
た
。

当
時
と
変
わ
ら
ず
楚
々
と
し
て
美

し
い
Ｎ
さ
ん
。
貫
禄
が
つ
い
て
、
す

ぐ
に
は
わ
か
ら
な
い
初
参
加
の
Ｓ
く

ん
。
毎
回
最
多
参
加
者
数
を
誇
る
四

組
の
面
々
。
そ
し
て
変
わ
ら
ず
元
気

で
お
美
し
い
小
山
先
生
。
卒
業
ア
ル

バ
ム
を
見
な
が
ら
相
手
を
確
か
め
た

り
、
ク
ラ
ス
単
位
で
近
況
報
告
し
た

り
…
。
最
後
は
校
歌
斉
唱
と
エ
ー
ル
で
締

め
ま
し
た
。

（
永
田

淳
子
）

第
三
六
回
生
（
昭
和
五
八
年
卒
）

平
成
二
〇
年
八
月
一
六
日
、
同
期

会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
一
二
名

に
幹
事
を
引
き
受
け
て
も
ら
い
、
二

月
か
ら
一
〇
回
程
度
の
実
行
委
員
会

を
重
ね
、
二
六
年
ぶ
り
の
初
め
て
の

同
期
会
を
盛
大
に
開
催
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

卒
業
生
二
九
三
名
中
、
男
性
三
六

名
、
女
性
三
三
名
、
先
生
二
名
に
参

加
い
た
だ
き
一
次
会
（
午
後
二
時
）

か
ら
三
次
会
（
午
後
一
一
時
）
ま
で

の
約
九
時
間
、
あ
っ
と
い
う
間
の
楽

し
い
時
間
で
し
た
。
参
加
し
た
四
一

歳
の
み
ん
な
は
、
は
じ
け
る
笑
顔
に

輝
い
た
瞳
の
中
学
生
に
戻
り
、
久
し

ぶ
り
に
大
事
な
何
か
を
取
り
戻
し
た

よ
う
な
、
忘
れ
て
い
た
大
事
な
何
か

を
思
い
出
し
た
よ
う
な
貴
重
な
体
験

だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
み
ん
な
元
気

に
ま
た
会
う
こ
と
を
約
束
し
、
終
了

し
ま
し
た
。
八
軒
中
、
先
生
、
同
期

生
に
心
か
ら
感
謝
し
ま
す
。

（
早
坂

宏
一
）

※

掲
載
に
当
た
っ
て
、
執
筆
者
の

敬
称
は
略
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

編
集
後
記

二
〇
年
度
は
同
級
会
や
同
期
会
が

数
多
く
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
号
で

は
三
頁
に
わ
た
っ
て
、
そ
の
様
子
を

お
伝
え
し
て
い
ま
す
。
万
一
、
掲
載

さ
れ
て
い
な
い
学
年
が
ご
ざ
い
ま
し

た
ら
、
ご
容
赦
く
だ
さ
い
。

同
級
会
、
同
期
会
の
様
子
は
、
引

き
続
き
お
伝
え
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
の
で
、
同
窓
生
の
皆
様
か
ら

の
情
報
提
供
、
ご
寄
稿
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

八
軒
中
学
校
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

同
窓
会
の
ペ
ー
ジ
が
で
き
ま
し
た
。

こ
の
「
八
軒
つ
う
し
ん
」
の
ほ
か
、

同
窓
会
か
ら
の
各
種
お
知
ら
せ
も
随

時
掲
載
さ
れ
ま
す
。

h
t
t
p
:
/
/
w
ww
.
s
e
n
da
i
-
c
.
ed.
j
p
/

~
h
a
c
h
i
k
e
n/

八
軒
つ
う
し
ん
第
四
号

発
行
日

平
成
二
一
（
二
〇
〇
九
）

年
三
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